2012年照月湖エンデュランス・ザ・ベスト・ジャパン・カップ大会要項案
Ⅰ．大会の名称

イベントおよびカテゴリー：
CEI2*/CEI1*
場所：


照月湖
国：


日本
NF：


Japan(JPN)
日程：


2012年6月1～2日
ステータス：

CEI2*
×120km




CEI1*
×80km
Ⅱ．一般規程
本大会は、以下の規定に従う：
・「FEI規則」　第22版（2007年4月15日発効、2012年1月1日改訂）
・「FEI一般規則」　第23版（2009年1月1日発効、2012年1月1日改訂）
・「FEI獣医規則」　第12版（2010年4月5日発効、2012年1月1日改訂）
・「FEIエンデュランス乗馬規則」第7版（2009年1月1日発効、2012年1月1日改訂）
・「馬用反ドーピング規則および薬物規制規則」　（EADCMR）第1版（2010年4月5日発効、2012年1月1日改訂）
・「FEI反ドーピング規則アスリート用」　（ADRHA）（2009年の改訂版に基づく、2012年1月1日発効）
・および、FEIが発表した上記規則に対するすべての改訂・修正。日付の新しいものが旧版に優先する。
・仲裁規定は、上記のFEI規則および一般規則に規定されている。この手続きに従い、FEIもしくはその公認団体によって下された裁定に対するすべての抗議は、スイス、ローザンヌに置かれたスポーツ仲裁裁判所（CAS）によってのみ、解決されるものとする。
・各国の馬術連盟（NF）は、その責任において、参加者の年齢を正しく申請すること。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
補遺（13ページ）は、承認され署名を受けたこのFEIスケジュール案の一部をなし、役員およびNF全員に配布され、要望に応じてその他の人々に入手可能にすること。
FEIの承認済み：
日付：
　　年　月　日


署名＿＿＿＿＿＿（署名）＿＿＿＿＿





　　　　Ian Williams





     Director　Non-Olympic Sports

ＦＥＩ行動指針
馬のウェルフェアを第一として
国際馬術連盟（ＦＥＩ）は、国際的な馬術スポーツに関わるすべての人々に対し、この「ＦＥＩ運営規則」を厳守すること、そして、常に馬のウェルフェアを最優先させ、決して競技または商業的影響に従属させないことを求める。
１．競技に出場する馬の準備・トレーニング期間のすべての段階において、馬のウェルフェアがその他のすべての要求に優先しなければならない。馬の良好な管理、トレーニング方法、蹄鉄および馬具、輸送もこの対象とする。
２．馬およびライダーは、体調良好で、必要な資格を持ち、健康であることを条件に、競技に参加することを許される。健康や安全、雌馬の妊娠を脅かす薬物の使用、外科的治療および補助器具の濫用も考慮の対象とする。
３．大会が馬のウェルフェアを害することがあってはならない。競技エリア、地面の状態、天候、馬房、現地の安全、および大会後の帰還のための旅行中の馬の健康には細心の注意を払うこと。
４．競技参加後の馬が必ず適切な注意を払われるため、および、馬の競技生活終了後に馬が必ず情け深く扱われるために、あらゆる努力を払わねばならない。獣医による適切なケア、競技中の負傷、安楽死、引退も、ここに含まれる。
５．このスポーツに関わるすべての人がそれぞれの分野で最高レベルの教育を受けることをＦＥＩは推奨する。
本規則の全文コピーは、国際馬術連盟（Federation Equestre Internationale, HM King Hussein ⅠBuilding, Chemin des Delices 9, CH-1006, Lausanne 5, Switzerland, Telephone:  +41 21 310 47 47）に請求されたい。本規則は、英語版とフランス語版がある。本規則は、ＦＥＩのウェブサイトwww.fei.org.でも入手できる。
Ⅲ．本大会について
１．運営者
名称:
日本エンデュランス振興協会


住所: 
〒377-1412　　　群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1924 
電話:　　　　　　　　+81-279-84-5023　　　　　　　Fax:　　+81-279-84-5024
Email:
cei-info@arabianhorseranch.jp
Website:
www.arabianhorseranch.jp
開催地の詳細：
住所: 
〒377-1412　　　群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1924 
電話:　　　　　　　　+81-279-84-5023　　　　　　　Fax:　　+81-279-84-5024
アクセス：開催地に最も近い空港は東京羽田空港(HND)と千葉県にある成田空港（NRT）である。
鉄道の場合：JR東京駅から長野新幹線「あさま」でJR軽井沢駅下車（所要時間1時間）。

開催地はJR軽井沢駅から南へ30分の場所にある。駅からタクシー、レンタカー、その他の公共交通機関（バス）が使える。

自動車の場合：東京から関越自動車道と上越自動車道で北西に向かい、約3時間15分（200km）。碓氷軽井沢ICが、開催地に最も近い高速出口である。
２．運営組織委員会（OC)
大会運営委員長：

関川誠
大会事務局長：

矢口清隆
３．大会運営委員長 

氏名：　　　　　　関川誠

住所: 　　　　　　〒377-1412　　　群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1924 
電話:　　　　　　　　+81-(0)279-84-5023　　　　　　　Fax:　　+81-(1)279-84-5024
Email:
cei-info@arabianhorseranch.jp
Ⅳ．役員  

１．グラウンド審判
審判長:
C.マイク・トムリンソン
レベル:
4* X
国籍:
USA(CA)
外国人審判:
N/A
メンバー：

氏名：
ボニータ・バワーズ
レベル：
4* X
国籍：
USA(KY)
２．技術代表 (外国人) 
氏名: 
ボニータ・パワーズが、競技開始後にグラウンド審判に加わる
レベル:
4* X
国籍:
USA(KY)
Email:
vbowers@usef.org
３．上訴委員会:            N/A
４．チーフ・スチュワード 
氏名: 
ジェーン・ハフ
国籍:
USA(MO)
Email:
huffyj@jpa.net
５．スチュワード
氏名: 
小泉エミリー
氏名：
柳沢信
氏名:
矢口清隆
………………………………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

2012年6月1日から、FEI大会に参加するすべての獣医（FEI役員および治療担当医）に対し、新たな条件が定められていることに留意してほしい。
すべての獣医は、FEI役員獣医（獣医代表など）であるか認可を受けた治療獣医（大会組織委員会から任命された治療獣医）、チーム獣医および／または選手のプライベートな獣医であるかに関わらず、あらゆるFEI大会において、制限を受けたエリアおよび／または厩舎エリアに入る場合、および治療をおこなう場合には、必ず「FEI獣医IDカード」を携行しなければならない。

詳細については、および、上記の大会組織委員会については、追加資料およびウェブ・ページを参照されたい。
………………………………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
６．獣医委員会 / 代表
委員長:

レイ・ウィリアム・ランドール, DVM 
レベル：
4* X
国籍:
USA(MT)
Email:
rwrdvm@gmail.com
外国人獣医: 
トーマス・ティモンズ, DVM

国籍:

USA(OR)
レベル:
4* X
補佐メンバー：
氏名: 
リチャード・ルート、DVM
レベル：2* 　X　　国籍:USA(WA)
氏名:　　　　　　　川嶋舟、DVM
レベル：National　　　国籍：　　　JPN
川嶋医師は、2007年以来、照月湖CEI大会の現場獣医を欠かさず務めてきた。彼は2007年春にパリで開かれたエンデュランス・フォーラムに出席した。日本選手権を含む幾多のNF承認のエンデュランス大会に加え、彼は、オーストラリアのトム・キルティや米国のテヴィス・カップといった国際的に有名な大会で獣医委員会とともに、客員獣医として働いてきた。
氏名: 
斉藤重彰, DVM
レベル:National
 国籍: 
JPN
斉藤重彰医師は、日本における新進気鋭のエンデュランス獣医であり、全米馬臨床獣医師教会(American Association of Equine Practitioners)のメンバーとしても活躍している。彼の馬獣医師としての経歴は、2001年3月、臨床獣医師として始まった。2009年には、馬の脚治療の専門家となっていた。斉藤医師は、2008年以来、照月湖CEI大会のフィールド現場獣医師を務めてきた。また、アメリカのテヴィス・カップ（2009年）のような世界的に有名な大会にも参加し、客員獣医としても大会運営組織委員会（OC)の一員としても活躍した。
7：大会中の治療担当医

氏名:
小林勝幸, DVM　　　　国籍：JPN
大会運営組織委員会（OC)は、すべてのCEI3*/2*/1*大会について、エントリーする馬が30頭未満と予測している。
８．医師の氏名／医療サービス
名称：西吾妻福祉病院（大会開催地より25分以内の距離にある）
電話番号：　0279-83-7111　　
9.装蹄師の氏名
氏名:
北原衛

電話番号：
　　090-3143-7498
Ⅴ．技術的条件
１．競技
チーム 
     
個人 
X
タイム・リミット
CEI2*120km/12時間、CEI1*80km/8時間の走行時間
スタート方法　　　 各競技一斉にスタートする
地表のタイプ　　　 穏やかな起状のある土の道、低い丘陵、私道、渡河。
標高差          約 300m (1100m -1400m)
２．1日当たりの最低走行距離
Km 120
フェーズ数 (2～6)
5
ベト・ゲート
Km
27/27
 30分間のホールド・タイム
Km
27/54
 40 分間のホールド・タイム
Km
27/81
 60 分間のホールド・タイム
Km   26/107     50分間のホールド・タイム

Km
13/120
 ゴール
Km 80
フェーズ数 (2～6)
3
ベト・ゲート
Km
27/27
 30 分間のホールド・タイム
Km
27/54
 40分間のホールド・タイム
Km
26/80
 ゴール
 (CEI 1*および 2*については、40分以上の強制休止を1回以上設けること / CEI 3*については、50分以上の強制休止を1回以上設けること)

160Kmライドでは、各ベト・ゲートで必ず5分以上とどまること。
３．タイムテーブル（複数の大会がある場合は、カテゴリー／レベルごとに決めなければならない）



日付


　　　時間
	入厩開始
	2012年5月31日
	10:00

	獣医検査
	2012年5月31日
～6月1日
	到着時

	第1回獣医検査
	2012年6月1日
	13:30 – 15:00

	最終獣医検査
	2012年6月2日
	競技後30分以内

	ベスト・コンディション賞
	2012年6月2日
	ゴールから1時間後


４．心拍数
ベト・ゲートにおける最大心拍数: 20分以内に64拍／分。
最終獣医検査における最大心拍数は、30分以内に64拍／分。
５：最低重量
(ジュニア、ヤング・ライダーの競技については最低重量を設けない)

Kg
CEI3*(160km)については75kg


CEI2*(120km)およびCEI1*(80km)については70 kg

計量方法
電子体重計
６．スタートの場所および日時
場所
長野原町北軽井沢湯沢
日時
CEI2*(120km)　2012年6月2日 5:00AM



CEI1*(80km)  2012年6月2日5:15AM
７．厩舎：

ボックスの面積

3.6m × 3.6m
（最小面積　　3m × 3m）

８．招待選手 

a)世界選手権およびCEIOs・・・第817項参照
b)CEIs　
招待国

    オープン
国ごとの選手数            オープン
1選手ごとの馬の数        1選手につき馬1頭
９．エントリー締め切り日
　国際大会に参加するすべての選手および馬は、FEIに登録しなければならない。

国際大会への参加を望む選手は、NFの署名のある証明書を交付されなければならない（選手は、NFによって国際競技選手にエントリーされねばならない）。運営組織委員会（OC)は、それ以外のエントリーを受理することはできない。
重要　－　エントリー申請書には、以下の情報が含まれていなければならない：

馬：・名前　・生年月日・血統・出生国・血統登録台帳のイニシャル・（FEI）パスポート番号／FEI ID・毛色・性別・オーナーの氏名
選手：・氏名・性別・生年月日・FEI IDナンバー
提出期限：
基本エントリー：
2012年5月19日
ノミネーティッド・エントリー：
2012年5月19日
確定エントリー：
2012年5月26日
エントリー料：
CEI2* 120km - 65,000円 (約 US$784/588 Euro)

CEI1* 80km - 55,000円 (約 US$663/497 Euro)
FEI規則：

注記：国際大会に出場するすべてのライダー藤間は、FEIに登録しなければならない。
「FEI一般規則」第23版第113.3項参照：

「FEIに登録されていないアスリートおよび／または馬は、自動的に失格となる。」
馬／ポニーの代用：
確定エントリ―の後は、馬および／または選手の交代は、運営組織委員会（OC)が明白に許可した場合のみ可能である。交代後の馬および／または選手は、ノミネーティッド・エントリ―・リストに掲載されねばならない。

払い戻し手続き：

運営組織委員会（OC)は、この要綱案の中に、以下の規定を定めることができる：

「注：確定エントリーの日付後に参加を取り消した者、または当日になって参加しなかった者は、取り消しの遅滞または不参加の結果として運営組織委員会（OC)が被る実際の経済的損失（厩舎やホテルの費用など）を運営組織委員会（OC)に賠償する責任を負う。」
１０．順位
重要

優勝者に対する賞の価値は賞金総額の 1/3を越えることはできない。 選手一人一人に授与される賞の数は、出走者4人につき1つ以上とし、合計で5つ以上設けるものとする。この案にあるすべての競技に示された賞金はすべて分配されねばならない。（「一般規則」第127項、128項）
賞金総額 / 現金　現金の賞なし
ベスト・コンディション賞: Yes  X   
馬用サプリメント5,000円（約US$60/45Euro）相当／金額：現金の賞はない。



  賞品総額: 69,500円 (約US$838 /628 Euro)

１１．賞
ライドを完走した選手全員に、賞を授与しなければならない。配られる賞について記載してください。
大会ロゴ付きペーパーウェイトおよびファッション/ビューティ関連のアイテム（メイクアップ・バッグ、鏡、リボンなど）2,000円 (約 US$24 /18 Euro)相当の物
Ⅵ．運営組織委員会（OC)が定めるその他の費用：

入厩料（光熱費、糞尿の処分費、干し草その他すべての必要な物資のための費用）
馬1頭につき3000円（約US＄36／27ユーロ）である。

Ⅶ．提供される施設

以下の者について、組織運営者の負担および補償予定の対象となる渡航、宿泊様式、期間について、具体的に明記してください。
1. 選手
ホテル： 

a. ヴィラ北軽井沢L-Wing: 

群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1924-172,電話番号: +81-279-84-5555

b. 地蔵川ホテル: 群馬県吾妻郡長野原町北軽井沢1988、電話番号: +81-279-84-2311

c. ホテル北軽井沢: 群馬県吾妻郡北軽井沢 1924,電話番等: +81-279-84-2550

一泊朝食付き、2012年5月31日～2012年6月3日
費用負担は　組織委員会  FORMCHECKBOX 
  選手 X 

食事 : 費用負担は　　組織委員会  FORMCHECKBOX 
 　選手 X 　2012年5月31日～2012年6月3日 

2. グルーム
宿泊の希望は、エントリーと共に送付しなければならない。
宿泊費用負担は、 組織委員会  FORMCHECKBOX 
  選手 X 　2012年5月31日～2012年6月3日
食事 : 費用負担は　　組織委員会  FORMCHECKBOX 
 　選手 X 　2012年5月31日～2012年6月3日 

宿泊について: 一泊朝食付きの民宿およびリゾート・インは、北軽井沢湯沢の競技場現地にある厩舎近隣に多数利用できる。
３．馬 

輸送費用は、選手が負担する。 
入厩期間は、2012年5月31日～2012年6月3日。費用は選手が負担する。
Ⅵ．運営組織委員会（OC)が負担するその他の料金／費用の項を参照してください。
北軽井沢湯沢には十分な厩舎がある。本大会の参加者は、ライド・マネージャーと事前の調整をしてほしい。詳しくは、運営組織委員会（OC)に電話(＋81-(0)279-84-5023)またはEメール(cei-info@arabianhorseranch.jp)で問い合わせてください。
4．歓迎

快適な受け入れをおこなうため、ドライバーと馬の到着日時およびその輸送手段は、運営組織委員会（OC)に必ず知らせておいてほしい。

Ⅷ．選手と馬に関する広告および広報活動
×　許可されている

Ⅸ．その他の情報

1．授賞式
CEI1*/2*

2012年6月2日午後8:30-9:00
北軽井沢湯沢キャンプ
2．保険
すべてのオーナーおよび選手は、自ら、自らの雇用者、代理人、馬が原因となって第三者に与えた損害について、個人として責任を負う。
したがって、国内外の馬術大会への参加に際しては、全額補償タイプの対第三者保険に加入し更新することを強く参加者に推奨する。

3．大会開催地に入る権利

施設内では、最小限のセキュリティチェックをおこなう。すべての選手、グルーム、馬、オーナー、クルー、FEI／NF役員は、開催地に入ることができる。
4．抗議／クレーム
抗議やクレームを有効なものにするためには、書面により、150スイスフランまたはそれと同等の寄託金を添えておこなう。
5．大会の組織

例外的な状況においては、運営組織委員会（OC)は、代表者（Chef d’equipe）とグラウンド審判の承認を受けたうえで、不作為または予期せぬ状況によって発生した問題を解決するために、本要項を修正する権利を有する。この「予期せぬ状況」には、運営組織委員会（OC)が承認済みの本要項をFEIの承認を得ずに変更しために発生した状況は、含まれない。このような変更は、すべての選手および役員にできる限り早く通知し、外国人審判がFEI事務局長に報告しなければならない。
６．解釈をめぐる論議

本要項（翻訳版）の解釈に関して論議があった場合は、英語版により決定する。

７．結果
FEIは、結果を広報し続けるため、およびランク付けのために、大会の結果が出た後すみやかに結果を送信することを求める。結果の送信は、EメールによりLaetitia.hugle@fei.org宛に、適切なエクセルまたは”XML”ファイルで、大会終了直後におこなうこと。ファイルは、以下のリンクを使ってダウンロードできる：
http://www.fei.org/disciplines/officials-organisers/endurance/results-forms
すべての結果には、馬のFEIパスポート登録番号および選手のFEI　ID番号を掲載すること。

Ⅳ．獣医関連事項
１．税関手続き

運営組織委員会（OC)を代行する馬匹運搬会社
名称:
株式会社　野澤組畜産部
住所: 
100-0005　東京都千代田区丸の内3-4-1新国際ビル4階

電話番号:
+81-3-3216-3476
Fax:
+81+3-3201-3039
Email
livestock@nosawa.co.jp

2．馬のエントリーに際しての健康条件

すべてのFEIの馬は、初めの2回のインフルエンザ・ワクチンを21日以上92日以内の期間をあけて接種し、初めのワクチンの2回目を接種した後は、少なくとも6か月ごとにブースター（追加免疫）を接種する。製造者に指定されている場合にはより頻繁に接種する。初めの接種は、経鼻ではなく必ず筋肉注射でおこなうものとし、本大会の第1回獣医検査までの7日以内には接種してはならない。

より詳しいことについては、第815項を参照してほしい。

その他の必要事項

本大会に参加するすべての馬は、腺疫（Strangles)に対する獣医検査を受けなければならない。地元の地方自治体が発行した健康診断書またはFEIパスポート（馬インフルエンザ・ワクチンだけでなく馬伝染性貧血（EIA)および日本脳炎に対してもその馬が獣医検査を合格したという陰性の証明として有効な診断書を含む）は、大会運営組織委員会（OC)に対して提示しなければならない。
３．パスポート

「獣医規則第12版」（2010年4月5日発効、2012年1月1日改訂）（ウェブサイトを参照されたい。www.fei.org）

獣医検査、馬の診察、およびパスポート・チェック

これらは、「獣医規則」第1011項および取締規則(the discipline rules)にしたがっておこなわれる。
「一般規則」第23版（2009年1月1日発効2012年1月1日改訂）が適用される：

3.1.1  第137.1項
ある馬が、その馬の国籍以外の国で開催されるCNまたはCIMs（Appendix E参照）で大会にエントリーする場合、および、その他のCIs、CIOs、FEI選手権、地方、オリンピック、パラリンピックの大会にエントリーする場合はその馬の国籍のある国であるか否かにかかわらず（「一般規則」第139.2項参照）、公式の有効なFEIパスポートを携帯、もしくはFEIの承認を受けた国内パスポートに加えてFEI認証カードおよび場合によってはFFEI登録番号をともに携帯して、馬の確認の手段とし、所有権を明確にしなければならない。EU加盟国内に永続的に居住する馬の場合、すべての馬は、規則（EC)No.504/2008（これにはFEI認定が適用される）に準拠した有効なEU承認パスポートを携帯しなければならない。この後者の場合の例外は、中断なしに絶えず更新されてきたAM FEIパスポートを所持している場合である。
3.1.2　第137.2項
CNsやCIMs(Appendix E参照）、および、自国で開催されるCSIPやCSICh-Aに参加する馬は、前項で言及したようにパスポートを携帯する必要はない。こうしたすべての馬は、FEIに適切に登録され、身元を確認されねばならない。また、開催国内でも出身国でも馬インフルエンザ・ワクチンが義務化されていない場合を除き、すべての馬は有効なワクチン接種証明書を所持しなければならない。EU加盟国内に永続的に居住する馬の場合、最小限の条件として、規則（EC)No.504/2008（これにはFEI認定が適用される）に準拠した有効なEU承認パスポートを携帯しなければならない
3.1.3

すべてのFEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートには、フルネーム、住所、NFによって登録されたオーナーの署名を掲載しなければならない。馬の描写とその図は、確認に十分なほど正確に仕上げられていること。また、FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートには、すべてのワクチンと薬物規制検査の記録が掲載されていること。FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートにある馬の名前が変更された場合、あるいはパスポートの記載に関係する変更があった場合は、NFはFEIに通知しなければならない。
3.1.4

NFは、FEIパスポート所持を必要とするすべての馬に対するFEIパスポートおよびFEI認証カードの発行に責任を負い、また、「獣医規則」に規定されている通り、NFの印とNF役員の署名によって認可されるに先立ち、FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートの記載が正しいことを保証する責任を負う。いかなる場合においても、NFは、馬の描写が正確に仕上げられており適切なレベルに達していることを信頼できていなければならない。NFは、登録に当たり、FEIに身元同定のページを提出しなければならない。大会において馬に対して責任を負う人物は、FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートが正確であり、パスポート確認においてこれを示すに十分であることに、責任を負う。ただし、貸し馬（第111項）での大会についてはこの限りではなく、責任は、受け入れ国のNFが負う。

3.1.4.1
2010年1月1日以降、FEIは、Commission Regulation(EC)No 504/2008に規定されたEUの身元同定の必要条件に法的に従う馬に対して、パスポートを発行していない。「獣医規則」第1010項およびAnnex ⅩⅦは、EUの馬の書類手続きには適用される。ただし、中断なく更新され続けてきたFEIパスポートの更新の場合は、この限りではない。

3.1.5

本項第1項にある通り、1頭の馬はただ1つのFEIパスポートまたは1つのFEI認証カードと国内発行パスポート、そして永続的なFEI番号を所持することができる。FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートが紛失したことをNFが納得した場合、あるいはFEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートの一部がいっぱいになった場合、NFは、FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートを発行できる。その場合、”duplicate”（複製）の文字を明記し、元のFEIパスポートと同じ番号を記す。この複製のFEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートについては、FEIに報告しなければならない（「獣医規則」参照）。「一般規則」第23版（2009年1月1日発効2011年1月1日改訂）。
3.1.6

大会運営組織委員会（OC)は、「獣医規則」にしたがい、到着時の検査中のパスポート・チェックにおいて、各馬の身元が明確に同定されるように取り計らわねばならない。FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートの中に誤解を招く情報や不正確な情報があった場合、あるいは、その馬の身元が明確に同定できない場合は、FEIパスポートおよび／または国内発行のパスポートとFEI認定カードの番号と馬の名前を付記して「訴追委員会」委員長に報告し、委員長はFEIに報告しなければならない。
3.1.7

FEI大会に参加するすべての馬は、FEIに登録しなければならない。

パスポート記載事項:
	大会のカテゴリー
	FEIパスポート／認定カード

	国内大会
	必須ではない

	CEI1*
	開催国の馬には必須ではないが、招待された国の馬には必須。

	CEI2*3*
	必須

	すべての選手権／大会
	必須


4．馬インフルエンザ・ワクチン、「獣医規則」ANNEX Ⅵ
（ニュージーランドとオーストラリアで開催される大会は除く）

2005年1月1日以降、FEI大会に参加するすべての馬について、インフルエンザ・ワクチンは、大会前6か月＋21日以内に接種することが、義務付けられた。

1．FEI大会に参加しようとするすべての馬は、初めの2回のインフルエンザ・ワクチンを21日以上92日以内の期間をあけて接種しなければならない。その後、3回目の接種（1回目のブースターと呼ぶ）を初めのワクチンの2回目を接種してから7か月以内におこない、その後少なくとも年1回ブースターを接種する（つまり、最後の接種から1年以内に接種を実施し続ける）。

2．FEI大会に参加する予定のある馬は、最後のブースターは、そのFEI大会への到着までの6か月＋21日以内に接種しなければならない。（この21日の空白期間は、大会日程に合わせてワクチン接種義務を可能にするために規定された）
3．FEI大会への到着までの7日間には、いかなるワクチンも接種できない。
4．2005年1月1日より前の旧FEI馬インフルエンザ・ワクチン規則のもとで正しくワクチン接種を受けたことが証明されているすべての馬は、初めのコースをもう一度最初から受ける必要はない。ただし、旧規則にしたがって初めのワクチン・コースと毎年の再ワクチンをおこない、新ルールのもとでブースター接種をおこない、FEI大会への到着の6か月＋21日以内に接種をすませていることを条件とする。

禁止薬物に対するサンプル検査（「獣医規則」第Ⅴ章、第Ⅵ章、Annex Ⅲ）

CCI3*、CCI4*、CSIs(3*、4*、5*)、CIOs、ワールドカップ参加資格達成大会、決勝大会、選手権大会および試合においては、通常のサンプル検査がおこなわれているが、その他のCIsでもサンプル検査が推奨される。検査が実施される場合、検査を受ける馬の数は、検査を担当する獣医／獣医代表の裁量で決められる。CCI3*、CCI4*、CSIs(3*、4*、5*)、CIOs、ワールドカップ参加資格達成大会、決勝大会、選手権大会および試合においては、馬の5％以上（少なくとも3頭以上）をサンプル検査することが推奨される。（「獣医規則」第1016.5項参照）

FEI薬物規制プログラム（GroupsⅠとⅡのみ）の対象となる大会については、特別のガイドラインが適用される。

FEI薬物規制プログラム（GroupsⅠとⅡのみ）

GroupsⅠ＆ⅡのFEI大会の運営組織委員会（OC)には、馬1頭につき12.50スイスフランに相当する額を選手から徴収し、「薬物規制プログラム」の費用に充てることをお勧めする。
http://www.fei.org/veterinary/vaccinations-and-health-requirements
5．薬物規制のための検査施設
名称：
Horseracing Forensic Laboratories (HFL) Sport & Science
Att.：
Dr Steve Maynard

住所：
Newmarket Road, Fordham, Cambridgeshaire CB7 5WW


United Kingdom

電話番号：
＋44-1638 724 406
   Fax：　 ＋44-1638 724 407

Eメール：
SMaynard@hfl.co.uk

６．FEI大会における獣医の治療と指定された治療エリア：
2010年「FEI獣医規則」には、FEI大会において可能な治療を受けるための手続きの変更が含まれ、このような治療が指定された治療エリアにおいて行われねばならないことを定めている。指定された治療エリアは、この目的のためだけに割り当てられるもので、各大会において設定されねばならない。ただし、以下に述べる一部の治療は、FEI獣医役員（FEI獣医代表またはFEI獣医委員会メンバー）の承認があれば、どこでも、例えば自らの厩舎においてもおこなうことができる。これらの変更は、2010年4月5日発効の「馬の禁止薬物のFEIリスト」への新しいアプローチを反映したものでもあり、この新しいリストには、FEI規則のもとで禁止された薬物の厳密なリストが含まれている。www.feicleansport.org.を参照されたい。治療に着手するための許可と治療をおこなう場所の指定は、FEI獣医役員の管理下にある。治療の許可を求める場合には、以下の文書を作成しなければならない。

「馬の治療目的使用に係わる除外措置(ETUE)」 Form 1 - 救急医療の許可する（たとえば、禁止薬物を含む薬の投与を含む）。これは、FEI獣医役員によって発行され、グラウンド審判による副署も必要である。
-  治療は、通常は、治療目的のために指定された治療エリアにおいておこなわねばならないが、FEI獣医役員による特別の承認がある場合は、この限りではない。このことの唯一の例外は、明らかな緊急の場合であり、この場合、遡及的なETUEが検討されるが、すべての場合において許可されるわけではない。
-  「馬の治療目的使用に係わる除外措置（ETUE)」 Form2 - FEI大会で競技中の雌馬にアルトレノゲスト（合成黄体ホルモン剤）を投与すると言明する。このことは、大会スタート前に申請されねばならない。グラウンド審判による副署は不要である。
-  自分の馬房で治療をおこなうこともできる。
Medication Form 3 - 禁止薬物のリストにない薬物（たとえば水分補給用の液体や抗生物質）の使用を許可する。

これらの薬物を注射、鼻腔栄養チューブ、または噴霧（たとえば生理的食塩水のみと共に）によって投与する許可を得るためには、Medication Form 3を作成する必要がある。「禁止薬物リスト」に掲載されていないこうした薬物を投与するその他の方法（たとえば経口）においては、このフォームは不要である。このフォームには、グラウンド審判長による連署は不要である。
-　指定された治療エリアで治療が必要になった場合で、ある種の治療（たとえば静脈内注入液）をおこなう場合、あるいは十分な治療エリアがない場合、こうした治療を自分の厩舎内でおこなうための承認が与えられる。

-  理学療法士による監督下にある活動のためには、承認を受けた治療エリアが必要だが、こうした活動のためのエリアは、馬の自分の馬房になるだろう。
”アイシング”、水、コールド・レーザー、”磁気治療”、”電気毛布”などのような単純な治療のためには、承認された治療エリアも監督も不要である。FEI役員によるこうした治療の監督は、直接実施されるか、または、これに相当する許可証のコピーの提示を要求することにより、実施される。こうした管理または認可のもとでなくては、いかなる治療行為も行うことはできない。ただし、明らかに緊急の場合はこの限りではなく、その場合は遡及的な認可が検討されるが、あらゆる場合にこの認可が得られるわけではない。
大会運営委員会（OC)のための注記
治療エリアが使用可能であり目的にかなっていることを保証する前に、FEI獣医代表は、大会運営委員会と共に動く。
また、大会運営委員会（OC)は、以下のことを保証する。

・治療エリアや許可申請が必要な時と不要な時に関する前述のような簡単な手引きをスチュワードが心得ているようする。
・十分に訓練を受けたスチュワードが、FEI獣医役員と密に連絡を取りながら治療エリアの監督を補佐し、前述のような基準を満たすように働くようにする。こうしたスチュワードが得られない場合、FEI獣医役員は、このような役割を果たす人物を指名する。

・獣医役員のために、FEI厩舎近くにコピー機を備えたオフィス・スペースを用意し、役員が必要なデスクワークをできるようにする。

FEI獣医代表は、グラウンド審判に対し、ETUE 1のみを利用可能にしなければならない。FEI獣医代表は、ETUE 1、ETUE 2、MF 3を順守し、FEIへの報告書の中でそのことについて述べなければならない。

以上のことについて質問がある場合は、遠慮なく連絡してほしい。

連絡先：

Http://www.fei.org/Veterinary/veterinary-updates
dominique.rochat@fei.org
veterinary@fei.org
電話：0041 21 310 47 47

以上

